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	第1回
	富士見町行財政改革推進審議会
	【本日の流れ】

	本日は、今後の行財政改革を進めるための前提を共有し 基本方針・アクションプランについてご意見をいただきます。
	審議会の役割
	行財政改革が 必要な理由
	財政状況の共有
	協議・意見交換
	アクションプランに ついて
	今後の スケジュール
	基本方針について
	【❶行財政改革が必要な理由】

	なぜ、いま行財政改革が必要なのか
	このまま何も行動を変えなければ、 5年後に基金（貯金）が枯渇する見通しです。
	人口減少により収入が伸びにくくなる一方で、 扶助費、公共施設・インフラの維持更新費など、 必要な支出は増加していきます。 そのため、富士見町は今、将来世代に課題を先送りしないための 構造改革に着手する必要があります。

	【本日の流れ】
	行財政改革が 必要な理由
	審議会の役割
	財政状況の共有
	基本方針について
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